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1.制作の背景 
私の出身地は鳥取県鳥取市青谷町という山に囲まれた日本
海沿岸の自然豊かなところで，古くからの伝統を持つ因州和
紙の産地だ。平成20年の資料によると手漉きで因州和紙を作
っている製紙工場は10件ある。 
因州和紙は『国の伝統工芸品』に指定され，翌年の8月に
は『因州佐治みつまた紙』並びに『因州和紙あおやこうぞ紙』
が鳥取県無形文化財に指定されるなど高い評価を得ている。
しかし，和紙の伝統と魅力を発信する様々な動きがあるなか，
現在では高齢の方が手漉きで和紙を作っていて若い世代が手
漉き和紙の伝統を継いでいないことから，手漉きで和紙を作
っている工房が平成27年までに5件も減ってしまうなど，因
州和紙の伝統をどうやって守っていくのかが課題となってい
る。私自身も普段の生活の中で和紙と関わる機会がほとんど
ない為，和紙の魅力を知り伝統を伝える機会を作ることは大
切だと感じた。このことから，若い世代にも興味や関心を持
ってもらう為，「因州和紙と触れ合う」機会を持つものが必
要なのではないかと考えた。そして，制作を通して因州和紙
の新たな可能性を広げていきたいと考えた。 
 
2.制作の目的 
和紙と触れあう機会を持つことは，因州和紙やその伝統を
伝えていく上で重要なことである。 
和紙の工芸品には，美しい照明やちぎり絵，人形など見て
楽しむものが多い。しかし，和紙の魅力は視覚で捉える美し
さだけではなく，素朴で温かみのある手触りや風合い，独特
の質感もその魅力のひとつである。和紙の工芸品に多い，見
て楽しむものも和紙の魅力を伝える重要なことだが，視覚だ
けではなく触覚からもアプローチし，和紙に触れる機会を持
つことも重要だと考えた。 
そこで，実際に触って素材を感じながら，想像して物を創
り上げることが出来る「積み木」に着目し，因州和紙のツミ
キを制作することにした。和紙特有の素朴な手触りや温もり，
風合いを活かしながら，因州和紙と触れ合う機会を作ること
を目的とする。 
 
3.因州和紙について 
因州和紙は古くから鳥取県東部の旧国名，因幡の国で生産
される手すき和紙の総称であり，現在，鳥取市佐治町と鳥取
市青谷町の 2 ヶ所で受け継がれている。主な用途に書道用
紙・半紙・襖紙・障子紙などがあり，工芸用紙として短冊や
色紙なども生産している。特に，因州和紙の書道用紙はきめ
が細かく，筆運びがなめらかなことで定評がある。 
 
4.「因州和紙のゆめ小箱」の概要 
4-1 コンセプト 
 「因州和紙のゆめ小箱」は，因州和紙の素朴な手触りや美
しさを楽しむツミキである。和紙がかたまりになっていると
いう新しさや不思議さもあり，他の和紙の工芸品や一般的な
ツミキでは味わうことの出来ないものとなっている。老若男
女関係なく，子供から大人まで楽しむことが出来，和紙の質
感や美しさを感じながら，様々な造形が広がるツミキである。
和紙の原料である楮を草木染めで着色し，収納箱にはカツラ
の木を使用するなど，自然の素材にこだわった優しい玩具で
ある。 
4-2 使用素材 
（1）ツミキに使用する和紙の原料 
和紙の原料である楮，三椏，雁皮の 3 種類のうち，青谷町
では主に楮を使用して和紙を作っている。そして，ツミキに
は強度が必要であるということから，強靭で強度が要求され
る和紙に使用する楮を使い因州和紙のツミキを制作する。 
 和紙に使用する楮には，日本産とタイ産のものがある。日
本産の楮は，細く繊細という特徴を持つ為，楮の繊維を活か
した繊細な印象を与える中が空洞のツミキに使用する。タイ
産の楮は繊維が太くしっかりしている為，強度のあるしっか
りとした中身の詰まったツミキを制作する。 
（2）草木染めに使用した植物 
インドアカネ，カリヤス，クルミ，スオウ，ビワ，ヤマモ
モを使用。 
4-3 寸法，形の種類  
 ツミキの寸法は，手の大きさや積み上げやすさを考え 40
ミリを基準とする。 
 形は全 12 種類ある。様々な造形を作ることが出来，積み
上げやすいようにシンプルな形を主とする。角を切り落とし
た形も取り入れ，積むときに想像や造形が広がるデザインに
する。 
4-4 収納箱と販売方法 
 収納箱は，大（151×191×101），中（111×191×61），
小（71×191×61）の 3 種類がある。大の箱は日本産の楮で
作ったツミキ 12 個とタイ産の楮で作ったツミキ 30 個の合
計 42 個のツミキを詰めた形で販売する。中と小の箱は，お
客様に楽しんでもらいながら好きなツミキを自由に選び箱に
 
 
図 1 使用イメージ 
 
詰める形式で販売する。どれにしようと悩みながら選ぶこと
は子供から大人まで楽しいものである。そして，自分自身で
選んだものには愛着が湧く。これらのことは長く使用しても
らい，和紙と触れ合う機会を広げることにも繋がる。 
 
5.まとめ  
本来の和紙は薄いものである為，かたまりになっている和
紙や空洞になっている和紙は不思議な印象を受ける。今まで
の和紙にはないスタイルであることから，実際に触って本当
に和紙なのかを確かめたくなるという反応を見て，「和紙と
触れ合う機会を作る」ということは可能だと感じた。今回は
和紙でツミキの制作をしたが，かたまりや空洞になっている
和紙には，様々な使い方や可能性が秘められている。地元の
ものを使って町づくりをすることにも活かすことが出来ると
考える。 
 ツミキである為，使っているうちに手の垢などで汚れてき
たり，毛羽立ってくる可能性がある。現段階ではそれらがど
のようなものになるかは不明だが，毛羽立ちが出てることで
より和紙の柔らかさが感じられる，触り心地の良い魅力的な
ものになるかもしれない。汚れが目立つようになった場合は，
タイ産楮で作られた和紙のツミキであれば，水に浸すと，汚
れが落ち，もう一度紙粘土のように好きな形へ変えることも
可能かもしれない。これらのことも考えて様々な可能性を試
していくと「因州和紙のゆめ小箱」からさらに発展させてい 
 
 
 
くことができるのではないだろうか。今後も制作を進め，和 
紙の新たな可能性を広げていきたい。 
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